[bookmark: _GoBack]４　シャガール展	
Marc Chagall Exhibition 	
			
会期：平成25年6月29日(土)～8月25日(日)					
会場：北海道立近代美術館　特別展示室	
主催：北海道立近代美術館、北海道新聞社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
後援：在日フランス大使館、アンスティチュ・フランセ日本、北海道、北海道教育委員会、札幌市、札幌市教育委員会、北海道PTA連合会、北海道小学校長会、北海道中学校長会、北海道高等学校長協会、北海道私立中学高等学校協会、社団法人北海道私立専修学校各種学校連合会、NHK札幌放送局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
協賛：トヨタ自動車、大和ハウス工業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特別協力：メレット・メイヤー、マルク・シャガール国立美術館、マルク・シャガール国立美術館友の会、パリ国立オペラ座、北海道放送、札幌テレビ放送、北海道テレビ放送、北海道文化放送、テレビ北海道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
協力：ヤマト運輸、ヤマトロジスティック、日本航空、エールフランス航空、損害保険ジャパン、JR北海道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
企画協力：キュレイターズ

マルク・シャガール（1887-1985）は20世紀を代表する画家の一人として世界中で高い人気を誇り、宙を舞うカップルや動物、現実離れした鮮烈な色彩など、その幻想的な絵画の数々は、現在も多くの美術愛好者を魅了している。
　その一方でシャガールは、第二次世界大戦後の後半生、歌劇場や美術館、大聖堂、大学、議会など、公共的な空間を飾るモニュメント作品（記念碑的作品）を数多く手がけた。大空間を彩るそれらの作品は、壁画や天井画、ステンドグラス、陶板画、モザイク壁画、タピスリーなど多彩な技法や形式にわたる。老齢を迎えてなお、新たな技法で巨大なスケールの作品に挑み続け、旺盛な制作意欲と驚くべき才能を見せた。
本展はそうしたシャガール後半生のモニュメント作品に関する仕事を日本で初めて本格的に紹介するものとして開催された。会場は三章により構成され、特に代表的な作品として知られるパリの国立オペラ座（オペラ･ガルニエ）の天井画、舞台背景やバレエ衣装などの舞台美術、メッス大聖堂やイスラエルのハダサー医療センター附属シナゴーグのステンドグラスなど、代表的なモニュメントに関わる活動を、その下絵やスケッチ、関連する絵画・版画、さらに陶器や彫刻など322点の作品を出品。シャガール晩年の造形精神の軌跡をたどりながら、その多彩な才能を総合的に紹介した。	


●巡回展
宮城県美術館
平成25年9月3日（火）─ 10月27日（日）

広島県立美術館
平成25年11月3日（日）─ 12月25日（水）

静岡市美術館
平成26年1月2日（木）─ 3月30日（日）

愛知県美術館
平成26年4月17日（木）─ 6月8日（日）

●展示構成	
第1章　祝祭の空間―色彩の交響
第2章　精神の光―祈りの造形
第3章　南仏での安息―晩年の境地

●図録
A4変形判(275×210mm)/360ページ

テキスト：
ジャン=ルイ・プラット「自由と希望」
メレット・メイヤー「あらゆる時の広がりに、誠実に、根ざしつつ」
佐藤幸宏「イメージの伽藍―シャガールのモニュメント」 
シルヴィ・フォレスティエ「シャガールとステンドグラス」
アンブル・ゴーチエ 「マルク・シャガール：下絵からモニュメンタルなスケールの作品へ」 
シルヴィ・フォレスティエ「シャガール、空と海との間で」
サンドリーヌ・コワニャール「シャガールと陶器、不服従の情熱」 
章解説：佐藤幸宏
コラム：佐藤幸宏、穂積利明、ユリス・エック=コキール、
クリスティーヌ・ヴァーガス、小川かい、ブノワ・マルク、ジェローム・ブーシェ、
小檜山祐幹、松田弘、コレット・ボナヴィア=パリアンテ
参考文献：佐藤幸宏

翻訳：エリカ・ペシャール=エルリ、有木宏二、小川隆久、熊谷美和、柴勤、渋谷拓、冨田章、中山久美子、吉本由江
アートディレクション：大溝裕（Glanz）
デザイン：榛澤広己、宇澤佑佳
制作・印刷：アベイズム
発行：北海道新聞社


●作品輸送・展示
ヤマトロジスティクス株式会社

●会場造作
株式会社六書堂

●関連事業								
［プレイベント］								
日時：6月8日（土）―6月16日（日）					
「まぁるくシャガール」	
会場：特別展示室							

［国際シンポジウム］
日時：6月29日（土）　午後2時～5時	
「シャガール展開催記念国際シンポジウム」
モデレーター：佐藤幸宏(北海道立文学館学芸主幹)
パネラー：
メレット・メイヤー(シャガール委員会副代表、本展監修者）
ベラ・メイヤー(シャガール委員会)
モーリス･フレッシュレ（シャガール国立美術館館長）
ブノワ・マルク（ステンドグラス作家、アトリエ・シモン=マルク代表）
ブノワ・コワニャー(修復家)
ダリウス・エック=コキール(画家)
会場：講堂							
			

［美術講演会］								
日時：7月13日（土）　午後2時～3時30分				
「ああ、誰がシャガールを理解したでしょうか？」			
講師：圀府寺司（大阪大学教授）
会場：講堂			


		
［学芸員による講座］								
「シャガール入門」
日時：7月20日（土）、8月3日（土）、8月17日（土）　各日午後3時―4時
講師：柴勤(当館学芸部長)、穂積利明(当館主任学芸員)				
会場：講堂							
		
							
［映画上映会］
日時：7月6日（土）、8月24日（土）　各日午前11時―12時、午後2時―午後3時
「シャガール　ロシアとロバとその他のものに」（2003、仏、52分）		
会場：講堂

［カルチャーナイト2013］							
「夜のコンサート」
日時：7月19日（金）　①18：00―（ピアノ）②19：30―（アリア）（各回約30分）
出演：影山裕子（ピアノ）、荊木成子（メゾソプラノ）				
会場：1階ホール							
										
［パリのコンサート］								
日時：7月27日(土）　午後3時―午後4時			
「シャガールのパリ―ミュゼットの調べ」						
出演：La Zone								
会場：1階ホール							

［白ロシアのコンサート］							
日時：8月10日（土）　午後3時―午後4時					
「シャガールとユダヤ音楽―クレズマーの響き」	
出演：BIROBIDZHAN
会場：1階ホール									
							
［ホテルオークラ主催「シャガール展ランチ＆トーク」］				
日時：7月11日（木）、7月24日（水）、8月2日（金）　各日午前11時30分～
講師：柴勤(当館学芸部長)、穂積利明(当館主任学芸員)	
会場：ホテルオークラ					
						
［スペシャルイベント］
日時：7月6日(土）、7月25日（木）					
シャガールの誕生日およびシャガールと妻・ベラとの結婚記念日にちなみ来館者に記念品を配布した。

［オリエンテーション］
29団体


●主な新聞・雑誌記事
新聞
北海道新聞
連載「シャガール　光求めて」①～⑥5月19日(日)、26日(日)、6月2日(日)、日(日)、16日(日)、23日(日)日曜版
「ひと2013メレット・メイヤーさん」6月27日(木)朝刊
連載「驚きの『シャガール展』」①～⑤6月28日(金)、6月29日(土)、7月1日(月)、2日(火)、3日(水)夕刊
「青いガラス 鮮やか シャガール展開幕」6月29日(土)朝刊
「ダンス 喜びや光表現 孫ら思い語る」6月30日(日)朝刊
「シャガール展3万人」7月20日(土)朝刊			
「シャガール展 モニュメント受難の歴史」7月24日(水)朝刊			
「シャガールの交響楽 第2次大戦以後の仕事から」①、②　8月5日(月)、7日(水)夕刊
「シャガール展5万人」8月3日(土)朝刊
連載「驚き　シャガール展」①～④　8月9日(金)、10日(土)、18日(日)、19日(月)朝刊
「シャガール展10万人」8月19日(月)朝刊

毎日新聞
北海道立近代美術館　シャガール展　6月12日(水)

雑誌
芸術新潮 
2013年7月号
特集「聖なる物語を求めて シャガールを巡る旅」

